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次号予告「光学技術における深層学習の応用」

巻頭言
光学的発想の AI時代  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥山口雅浩

解　説
機械学習・深層学習駆動コンピュテーショナル 
イメージング  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥堀�遼一

光線空間の撮像・表示技術における深層学習の活用 
  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥高橋桂太

深層学習支援によるレーザー加工の最適化 
  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥谷峻太郎ほか

深層学習による培養細胞のレーザープロセシング 
  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥林　洋平

深層学習を用いた計算機リソグラフィー  ‥‥‥松縄哲明

光学ハイライト
光の伝搬「方向」情報活用による脳機能計測の 
高分解能化  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥石井稔浩

気になる論文コーナー

今後の特集予定
49巻 6号「2019年 日本の光学研究」 

//編集後記 //

　プラズモニクス，メタサーフェスなどを扱うナノフォ
トニクスの分野では，2012年頃から高インパクトファ
クター誌の発刊が相次ぎ，現在も国内外の研究が活発な
状況にあります．本誌第 48巻第 12号においてもメタマ
テリアルの最新動向が掲載されていますが，2000年頃
の左手系メタマテリアル報告を契機とした一分野がいま
では応用展開を生むフェーズになったことに，研究の推
移を感じさせられます．
　最近のナノフォトニクス研究では，現象の解釈をより
一般的な物理現象に落とし込んだり，超短パルスレー
ザーとナノ構造を組み合わせた非線形現象が注目される
など，深化がみられます．もはやかつてのように，バル
クの物性値をもとに線形現象の数値計算を行い実験結果
を合わせるといった手法では，新規性が出にくいのが現
実です．
　本特集では，ナノフォトニクス分野の方はもちろん一
般の光学の読者の方にも，新たな研究の切り口もしくは
融合的な研究につながることを期待し，微小秩序が特異
な光学特性を発現する材料系にフォーカスを当てさせて
いただきました．液晶など以前からある材料も，現代の
技術で切り取ると，一般的な物理の側面からみることが
可能となります．本特集をきっかけに，隣の研究室で
扱っている材料に皆様の技術のエッセンスを加え，新た
な研究が生まれれば望外の喜びです．
　最後になりましたが，ご多忙中にもかかわらず本特集
のためにご執筆を快諾くださいました著者の皆様に，こ
の場を借りて心より御礼申し上げます． （松井，紀和）

特集関連の原著論文を募集しています
　「光学」では上記テーマの特集を企画しています．これに合わせて，特集テーマに関連のある原著論文を募集
いたします．投稿締切は，当該特集号の発行月の４か月前の 10日とします．
　特集関連の論文については査読作業をより迅速化し，採択となった論文はその特集号の発刊に合わせて掲載す
るようにいたします．特集号を明記のうえご投稿ください．詳しくは「光学」編集局 kogaku@academic-j.co.jp 
にお問い合わせください．
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